
2次公開プレゼンテーション
@アトリウム＆オンライン同時配信

NPO法人アクションポート横浜主催



開催にあたってのお願い

・感染防止のため、マスクのご着用をお願いいたします。

・会場では密にならないよう、距離を保って頂けますよう
お願いいたします。

・参加者の皆様が当イベントの様子を撮影頂くのは可能で
す。是非、SNS等でシェアしてください！
ただし、発表スライド等に映る子どもや参加者の方のSNS
等の無断アップロードはご遠慮ください。

・電話の着信音、大声など、発表の妨げになる行為はご遠
慮ください。（携帯電話等はマナーモードなどにして頂け
ると幸いです。）



本日の流れ

13:00-13:10 スタート

13:10-15:00 プレゼンテーション審査

15:00-15:10 休憩

15:10-16:00 ドネーション交流会

16:00-16:30 審査結果発表

～ 終了 ～

16:30-17:00 交流タイム



趣旨説明



私たちはアクションポート横浜です！

□特定非営利活動法人アクションポート横浜（横浜市指定NPO法人）

□若者とNPOをつないでまちを盛り上げる様々な活動をしています。

□ HP： http://actionport-yokohama.org/
□所在地：横浜市中区山下町94 横浜中華街パーキング内



若者と地域のNPOや団体がパートナーシップを組んで活動している事例
を多くの方に知ってもらい広げていくためのアワードです！

横浜アクションアワードとは？

未来へつなぐ発信する つながる



2.26 

二次審査

今日までのあゆみ

11/1~11/13 
エントリー募集

1.15
一次審査

10.16/10.20 
応募説明会

11.14
書類審査

9月中旬
広報開始

11.26
動画講座

8月
キックオフ



動画講座のようす

講師：藤川遼介氏
（株式会社APITEC）



一次審査のようす

神奈川県共同募金会 中島孝夫氏 洋光台地域ケアプラザ 澁谷栞氏
ヤマト福祉財団 望月広昭氏 NPO法人ESUNE 宮地珠妃氏
SOMPOケア株式会社 沼倉ゆきえ氏 APY卒業生水戸市職員 平野孝典氏
産業能率大学准教授 橋本諭氏 APY卒業生の皆様



SPECIAL THANKS

主催：NPO法人アクションポート横浜
後援：社会福祉法人神奈川県共同募金会

社会福祉法人横浜市社会福祉協議会
横浜市政策局

助成：一般財団法人 YS市庭コミュニティー財団
協賛：社会福祉法人神奈川県共同募金会、

SOMPOケア株式会社
横浜中華街発展会協同組合

協力：横浜高速鉄道株式会社
コカ・コーラボトラーズジャパン横浜支店



プレゼンテーション審査



プレゼンタイムの進め方について

発表順（エントリー順）

1 アワーズ学生チーム

2 フェリス女学院大学エコキャンパス研究会

3 金沢区コミュニティーFM設立委員会

4 知る、伝える。ボランティア

5 サコラボ

6 千丸台団地学生チーム

７ 学生団体 Lucharis

○プレゼンテーションの発表時間は7分です。
（時間厳守でお願いします）

○7分の間に学生・パートナーの発表をお願いします。

○プレゼンテーションに引き続き、質疑応答の時間を5分程度設けています。
その後、審査員の皆様は2分間で審査表にご記入をお願いいたします。



一般参加(対面・オンライン)の皆様へ

一般参加者の皆さんにも審査員と同じ評価項目で審査に参加いただきます。

会場審査は平均点が各団体の評価に反映されます。

WEBよりプレゼンテーション審査終了の15:00までに入力ください。
メッセージで団体の応援もできます。

＊審査は一般参加者のみです（プレゼン団体は参加できません！）

配布資料にもQRコードの記載がございます。

審査にご参加ください！



審査基準について

ビジョン性 活動を通じて目指したい社会像があるか

継続性 継続可能な活動計画、運営体制があるか

チャレンジ性 活動に新たなチャレンジがあるか

パートナーシップ性
参加者同士、若者と地域で良い関係性が
築けているか

波及性
活動が単発で終わるものではなく、
地域に波及していくものかどうか

若者らしさ 若者ならではの活動、独創性などがあるか



二次審査員ご紹介

若者の活動を応援し、支えてくださる地域の皆さん

石井造園株式会社 石井直樹氏

横浜市政策局男女共同参画推進課 倉田真希氏

横浜市立みなとみらい本町小学校 小正和彦氏

タウンニュース社 飯野耀平氏

横浜市社会福祉協議会・
横浜市ボランティアセンター

別田果菜子氏

関東学院六浦高等学校 高校生
越智遥香氏
加藤心美氏



出場団体ご紹介

アワーズ学生チーム×神奈川県地区センター

フェリス女学院大学エコキャンパス研究会×A.cafe

金沢区コミュニティFM設立委員会×金沢シーサイドFM

知る、伝える。ボランティア×横浜市青少年育成センター

サコラボ×NPO法人オールさこんやま

千丸台団地学生チーム×NPO法人A.S.C.C

学生団体Lucharis×コカコーラボトラーズジャパン横浜支店ほか

詳細は事前に配布した資料を是非ご覧ください。



①
アワーズ学生チーム

×
神奈川県地区センター



アワーズ学⽣チーム



保⼟ケ⾕区で地域清掃イベント「おそうじサンタ」を実施しています

アワーズ学⽣チーム

私たちについて



私たちの活動の⽬的は…

アワーズ学⽣チーム

私たちについて

ハードルの低い地域活動を⼊り⼝に
他の活動に興味を持つきっかけを作る

おそうじサンタ！

なんかやることないかな

地域に活動する⼈が増える



なんで「おそうじ」︖

アワーズ学⽣チーム

私たちについて

コミュニケーションが⽣まれる 特別な技術はいらない



ただの「おそうじ」ではありません

アワーズ学⽣チーム

活動について

そうじ×保⼟ケ⾕⼩学校

「そうじ＋アイデア」で、楽しめる清掃活動を⽬指しています

そうじ×ZOOM配信



アワーズ学⽣チーム

今年度のおそうじサンタは…

今年度のおそうじについて

アワーズ学⽣チーム 神奈川地区センター

総距離
4.5km

アワーズ周辺を⾏って帰って
せいぜい2km

保⼟ケ⾕区内で完結、
しかもアワーズ周辺 初の区外進出



アワーズ学⽣チーム

今回のおそうじサンタのきっかけ

今年度のおそうじについて

保⼟ケ⾕区から神奈川区までのコースで
おそうじサンタをやったら⾯⽩い︕

ほどがやサンタ運営委員会
メンバーの蛭⽥さん

• おそうじサンタのアンケート
で、運動不⾜解消を求める声

• 「清掃」と「駅伝」を組み合わせ
たいというアイデア

蛭⽥さん



企画の準備から実施まで

アワーズ学⽣チーム

今年度のおそうじについて

神奈川地区センターを訪れ、会議を重ねました。



アワーズ学⽣チーム

今年度のおそうじについて

コースの下⾒

企画の準備から実施まで

コース検討中…



アワーズ学⽣チーム

今年度のおそうじについて

保⼟ケ⾕区資源化推進担当の⽅に相談

多くの⽅の協⼒がありました

保⼟ケ⾕スポーツセンターの⽅による準備体操



参加した皆さんの声

アワーズ学⽣チーム

今年度のおそうじについて

50代の方（保土ケ谷区外から参加）
「おそうじプロジェクトに興味があったので」

20代（保土ケ谷区外から参加）
「去年参加したため」

10代（保土ケ谷区外から参加）
「ちょうどよい長さで良い運動にもなり楽しかったです」

50代（保土ケ谷区外）
やはり地域の活動が大事だと思いました

Q. イベントに参加した理由を教えてください

その他コメント



アワーズ学⽣チーム

蛭田 真実さん

神奈川地区センター館長

今年度のおそうじについて



関係者が増加中

ほどがやサンタプロジェクト運営委員会

区内の公共施設 神奈川地区
センター

その他協⼒団体

保⼟ケ⾕区役所

アワーズ学⽣
チーム

ほどがや市⺠活動センター アワーズ

共催

連携

新たなおそうじ関係者

みどりサンタ
プロジェクト

⼀部に参加

活動が拡⼤

今年度のおそうじについて



アワーズ学⽣チーム

今後のおそうじについて

中西 萌さん
大学３年

東洋英和女学院大学
みどりサンタプロジェクトに携わる



これからの展望

アワーズ学⽣チーム

今後のおそうじについて

「地域で活動をする⾃分たちと同じ世代が
もっと増えてほしい︕」

そのために…
①他のイベントにも積極的に参加して仲間を増やす

②また来たい、さらに関りたいと思える⼯夫をする

→学⽣同⼠のつながりをさらに広く・強くしていきたい。



質疑応答



審査時間

（2分間）



②
フェリス女学院大学エコキャンパス研究会

×
A.cafe



エコキャンパス研究会

アクションアワード 2次審査 2022年2月26日



エコキャンパス研究会の概要

2002年2月、国際交流学部の本間慎教授のゼミ生を中
心に自主的に結成

→キャンパス内のビオトープづくりと大学の自然エネ
ルギー導入の調査

2004年4月には大学公認のクラブとして認定
→「女子大生にもできる楽しいエコ活動」を目指す。
メンバーの話し合いから生まれた様々なアイデアを一
つずつ実現。

地域・国際貢献を念頭に、テーマの幅をマイボトル、
地産地消、フェアトレード等にも広げ、地元の企業や
行政の皆様とも積極的に連携。

今年で創立20周年！



20周年を迎えたエコキャンの強みと魅力

20年で積み上げた信頼とノウハウを基に、
メンバーが自由に新しい活動を企画し、

実現することができる

同一の団体が長期間継続して活動を続けるため

・各世代ごと新しいプロジェクトに挑戦する

・挑戦できる環境を整える



具体例

学内での取り組み

• ビオトープ
• 生ごみのリサイ
クル

• マイボトルキャ
ンペーン

• 新歓エコツアー

地域との連携

• いずみ野 VIE 
DE FRANCE

• 緑園ラ・ベルデ
ュール

• 緑園 A.cafe
• 相鉄旅するマル
シェ

• 横浜市森の楽校

国外への進出

• インドネシア現
地での農村住民
支援

• ベトナムとの交
流



A.cafeとの共同開発概要
A.cafe
フェリス女学

院大学緑園キ

ャンパスから

徒歩1分に位置
する地域密着

型のカフェ 【公式】A.cafe (a-cafe.shop)より引
用

地域の交流の場として、
エコ活動啓発の場として、
活性化させたい

https://a-cafe.shop/index.html


インドネシア産ヤシ砂糖のスコ
ーン

・フェアトレードの推進
・GI値が低い砂糖

門倉農園で収穫した
2種類の芋を使用

・地産地消
・輸送時のCO2排出量削減



さまざまなアイデア

遂にコラボメニューが完成！
(今後選定するフードもあるため仮決定)

試食会の様子

大人は店内 学生は
テイク

アウトと
Zoom議論



コラボメニュー①フェリジョ
ランチ

目標個数
１日２０食に対し、

売り上げ
計115食÷営業25日間
＝平均4.6食



反省点を秋メニューにつなげた

• “フェリジョランチ”フェリス生限定メニューか
と勘違いされた

→誤解のなさそうなメニュー名に！
• 地産地消や学生のこだわりがお客さんに伝わ
らなかった

→冊子を作ってお客さんに持ち帰っていただ
いた！

（100部配布指切った！）
• 割高感があった

→割安感を出した



コラボメニュー②秋の果実アフタヌーンティーセット

• 計231食÷営業37日間＝平
均6.2食

春メニューの

フェリス生のインスタで
毎日見るほどに！！



• 1回失敗してもまたコラボしてもらえた
→公認団体20年間の信頼や期待をされていたから
なのでは？

• 女子大学生の目線から、「女子大学生が好きそうな
メニュー」で考えることができた！

• 公認団体だから成功するものだと思っていた

→学生が企画を練るのでもちろん失敗することも
ある！

その年の色が生まれて良い！！

エコキャンパス研究会ならではの強み



エコキャンオリジナルマイボトル



マイボトルを使うことによるメリット

500mlペットボトル入りの国産ミネラルウォーター(500ml)
を自動販売機で購入し、利用後の空きボトルをリサイクルに出した場合

→一本あたり239gのCO2が発生するとされている。

マイボトルが累計約40本売れたので、239×40=9.560g
買った人が週5で6か月使った場合、9.560×5×24で110400gで

1104kg(1.1t)のCO2を削減したことに！
参考資料：https://kyoto-leaftea.net/(25mプール1つ分の体積とほぼ同じ)



今後の展望・課題

・A.cafeとの共同開発
→コラボドリンクメニューの開発 (春企画)

マイボトルの更なる普及を目指す
(デポジット制度の導入を検討中)



活動を通して得たもの

• 普段の生活の中でも、エコのためにでき
ることがたくさんあるということに気づ
いた

• 地域の人と、活動を通じて新しいつなが
りが生まれた



●学生のアイデアを重視した自主的な活動
個々人の能力・可能性を高めるとともにメンバー同士で共有・協力

●専門ではないからこそできる活動を（SDGsにも貢献）
若い女性のセンスや審美眼を信じて、さまざまな新しい企画に挑戦！

●大学の教育理念「For Others」にも共感
エコキャンパス化では文系大学のモデルとして高く評価されている

エコキャンパス研究会の理念・成果

2004年 全国大学生環境活動コンテストで入賞

2012年 横浜市学生水道研究コンテストにて最優秀賞

2012年 第2回横浜学生環境活動コンテスト最優秀賞
2013年 第3回横浜学生環境活動コンテスト最優秀賞
2017年 毎日新聞環境未来賞の次世代応援賞を受賞

2017年 横浜環境活動賞を受賞（学生団体）

2018年 環境省地域環境保全功労者表彰を受賞



質疑応答



審査時間

（2分間）



③
金沢区コミュニティFM設立委員会

×
金沢シーサイドFM



金沢区コミュニテFM
設立委員会



金沢区コミュニティFM設立委員会

目的は横浜市金沢区にCFMを
開局すること

地域の情報を継続的に
お届けすることで
金沢区を活気あふれるまち
に



コミュニティFMとは

地域の情報をピンポイントでお届けす
る
地域密着型のラジオ局

地域活性化、防災減災
２つの役割に注意



開局までの道のり



株式会社金沢シーサイドFM起業

株式会社金沢シーサイド
FM
を企業

共同代表取締役の一人には
関東学院大学３年の松原勇稀
が立候補！



賛同協力のお願い

金沢区の企業や個人、商店
を訪問し賛同、協力の
お願いをしました。



スタジオ決定

スタジオは並木２丁目
ビアレ２階に決定



パーソナリティ募集

地元のお店や企業様にも広報活動
にご協力いただき約80名の方が
オーディションに参加してくだ
さいました。



今後の予定

スタッフ研
修

スタジオ完
成

アンテナ工
事



活動から学んだこと

校内ラジ
オ

総務省 主募株集



メッセージ



質疑応答



審査時間

（2分間）



休 憩

（5分間）



④
知る、伝える。ボランティア

×
横浜市青少年育成センター



https://note.com/preview/n499c0e4e5860?prev_access_key=f0103edf3321

0a76c4e10d2ff83783f5



質疑応答



審査時間
（2分間）



⑤
サコラボ

×
NPO法人オールさこんやま



左近山の架け橋たれ サコラボ



Where is 左近山！！？？



突然ですが、
みなさんの街には
その街に深く入って活動している
学生はいますか？



左近山には
街を愛し、よりよくしていこう！
と行動する熱意ある学生がいます。



サコラボってなに？ 今年度の活動 今後のビジョン

左近山 架け橋サコラボは横浜市旭区 を目指す学生グループです！地域 住民のの



サコラボってなに？ 今年度の活動 今後のビジョン

横浜国立大学

横浜国立大学

旭区
UR都市機構

NPO法人
オールさこんやま

大学生居住事業

大学生居住事業

地域課題実習
サコラボ

2016～2020年 2021年～



サコラボってなに？ 今年度の活動 今後のビジョン



サコラボってなに？ 今年度の活動 今後のビジョン

住んでいる学生 6 名

+

通いの学生 11 名

=

17 名

今年の
サコラボメンバー



サコラボってなに？ 今年度の活動 今後のビジョン



サコラボってなに？ 今年度の活動 今後のビジョン



サコラボってなに？ 今年度の活動 今後のビジョン



サコラボってなに？ 今年度の活動 今後のビジョン



サコラボってなに？ 今年度の活動 今後のビジョン



サコラボってなに？ 今年度の活動 今後のビジョン



サコラボってなに？ 今年度の活動 今後のビジョン



サコラボってなに？ 今年度の活動 今後のビジョン



サコラボってなに？ 今年度の活動 今後のビジョン



サコラボってなに？ 今年度の活動 今後のビジョン



安定した活動の秘訣

サコラボってなに？ 今年度の活動 今後のビジョン

地域の強力な応援と、
住んでいるからこそで
きる綿密な連携



サコラボってなに？ 今年度の活動 今後のビジョン

ピザ窯PJ



まずは設計図を持って地域にプレゼン

祭りの目玉に！！
非常時の火力源に！！

サコラボってなに？ 今年度の活動 今後のビジョン



レンガを切るところから！？
完全手作り

みんなで一緒にやりました！

サコラボってなに？ 今年度の活動 今後のビジョン



カタチになってきました
…？（笑）

サコラボってなに？ 今年度の活動 今後のビジョン



2021年12月19日
地元の子供たちと一緒に

タイル貼り

サコラボってなに？ 今年度の活動 今後のビジョン



試し焼き！

サコラボってなに？ 今年度の活動 今後のビジョン



2022年1月9日
商店街祭りにて
ピザを販売

大盛況でした！

現在は地域の方にも使っ
てもらえるように
マニュアル作成
ワークショップ
行っています！！

サコラボってなに？ 今年度の活動 今後のビジョン



サコラボってなに？ 今年度の活動 今後のビジョン

サコラボの思考法

～GIVEとTAKEのつながる活動～
地域が何を求めているのか
私たちは何ができるのか

そして、私たちは何をやりたいのか



サコラボってなに？ 今年度の活動 今後のビジョン

サコラボの特色と今後

～6年目に突入した地域密着型の活動～
小学生から高齢者まで、私たちは左近山の架け橋になります

居住学生と地域課題実習生がいることで複眼的な問題提起が可能になりま
す

やってみたいことに挑戦できる環境があります

左近山を大好きになって欲しい、左近山をメンバーみんなのふるさとにし
ます



サコラボってなに？ 今年度の活動 今後のビジョン

皆さま、ご清聴ありがとうございました。
本日紹介できなかったイベントの詳細や裏側もご質
問頂ければお応えできるので、どんどんお声がけく
ださい！

サコラボのfacebookです。
フォローなど、よろしくお願いします！



質疑応答



審査時間

（2分間）



⑥
千丸台団地学生チーム

×
NPO法人A.S.C.C



千丸台団地 学生チーム
2次発表



基本情報

・学生メンバーは有志学生

・NPO法人 A.S.C.C.さんと
保土ケ谷区にある千丸台団地で活動中

・小学生を対象とした学習支援や
季節のイベントの実施



千丸台団地 背景

・団地に住む子どもたちの交流があまりない

・居場所を必要としている子どもたちがいる(生活支援/学習支援)

→支援が必要な子どもだけの居場所支援...？

=敬遠されると目的が果たせない

→誰もが安心して集まれる場所へ！！



3つの機会

今回の横浜アクションアワードを...

①千丸台団地で活動を始めたことを知ってもらう機会

②活動への意見をもらう機会

③(メンバーが)活動について考える機会



活動内容の事例(クリスマス会)

・パートナー団体とクリスマス会の企画・運営

・今後、継続的に活動していくための準備イベントとして開催。

・対象：千丸台団地近隣の子どもたち

・企画をする上で様々な方からの協力やつながりを得た。

ex) 周辺の商店街のお店、社会福祉協議会、

横浜商科大学の秋山先生、ゼミの学生



Q:何の数字でしょうか



A:12月のクリスマス会に参加してくれた

子どもの人数



私達のウリ(一緒に企画できる、自由度が高い)

・パートナー団体と協働で、0から新しい企画を考えられる。

→学生メンバーを中心に、互いに自由にアイデアを出し合う。

・活動への関わり方の自由度が高い

→企画から関わる学生、当日ボランティアに協力してくれる学生



今後の課題

有志/参加の自由度が高い
↓

定期的な人材確保が難しい

☆サイクルを作り上げることが難しい



今後の展望(学生側の考え)

・学生を中心としたボランティアで行っていく。

・楽しい企画をパートナー団体と一緒に考える



パートナー団体「NPO法人A.S.C.C」
高橋さんより



ご清聴ありがとうございました！



質疑応答



審査時間

（2分間）



⑦
学生団体Lucharis

×
コカコーラボトラーズジャパン横浜支店ほか



https://www.canva.com/design/DAE0Y__4m2w/GoTE0Zc1fiUiFfh-

vvi7dg/view?utm_content=DAE0Y__4m2w&utm_campaign=designshare&

utm_medium=link&utm_source=publishsharelink



質疑応答



審査時間

（2分間）



全団体のプレゼン発表終了！

ドネーション交流会
&

審査時間
NEXT



ドネーション交流会とは？

■右手に設置されている各団体のブースをご自由に回っていただけます。

■お手持ちのドネーション兼メッセージカードに必要事項をご記入の上、
直接団体の皆さんにお渡しください。

■一口600円～寄付をすることができます。カードは「15:40」に回収します！
■是非沢山の学生・団体とご歓談ください！

会場で
ご参加いただいている皆さま

プレゼン団体を直接応援できる場です

ドネーションカードの枚数で団体の「会場賞」が決定します！



ドネーション交流会とは？

オンラインで
ご参加いただいている皆さま

プレゼン団体を直接応援できる場です

■15:10より始まる団体への「ヒーローインタビュー」を是非ご視聴ください！

■上記のQRコードを読み取っていただき、WEB版ドネーションカードにて
寄付することができます。

■「15:40」までにご送信いただいた分が「会場賞」のカウントとなります。

■「ヒーローインタビュー」終了後は、
会場での交流会の様子をご覧いただけます。


